
２４・４・２９

（2）

市
長
提
出
議
案

条
　
例

◆
三
鷹
市
教
育
振
興
基
金
条
例

　

学
校
教
育
の
充
実
及
び
生
涯

学
習
の
推
進
を
目
指
し
て
行
う

教
育
振
興
に
資
す
る
事
業
（
施

設
の
整
備
を
除
く
。
）
の
財
源

に
充
て
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
三
鷹
市
教
育
振
興
基
金
を

設
置
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
墓
地
等
の
構
造
設
備

及
び
管
理
の
基
準
等
に
関
す
る

条
例

　

墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
経
営
の
許
可
等
に

係
る
墓
地
、
納
骨
堂
、
火
葬
場

の
設
置
場
所
、
構
造
設
備
及
び

管
理
の
基
準
並
び
に
事
前
手
続

な
ど
を
定
め
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
組
織
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

水
道
部
を
廃
止
す
る
と
と
も

に
、
都
市
整
備
部
の
分
掌
事
務

を
改
め
る
も
の
で
す
。

◆
外
国
人
登
録
法
の
廃
止
等
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す

る
条
例

　

外
国
人
登
録
法
の
廃
止
及
び

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る
も

の
で
す
。

◆
三
鷹
市
議
会
の
議
員
そ
の
他

非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補

償
等
に
関
す
る
条
例
及
び
三
鷹

市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
す

る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
受
託
水
道
事
業
特
別

会
計
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

三
鷹
市
受
託
水
道
事
業
特
別

会
計
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
退
職
所
得
に
係
る
個
人
市

民
税
所
得
割
の
特
別
措
置
を
廃

止
し
、
並
び
に
個
人
市
民
税
均

等
割
に
係
る
税
額
及
び
市
た
ば

こ
税
の
税
率
を
改
め
る
と
と
も

に
、
平
成
24
年
度
分
の
都
市
計

画
税
の
税
率
に
お
け
る
特
例
を

定
め
る
も
の
で
す
。 

◆
三
鷹
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
事
業
に
関

す
る
証
明
事
務
に
係
る
手
数
料

を
定
め
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
社
会
教
育
会
館
条
例

及
び
三
鷹
市
立
図
書
館
協
議
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

社
会
教
育
法
及
び
図
書
館
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
公
民
館

運
営
審
議
会
及
び
図
書
館
協
議

会
の
委
員
の
委
嘱
又
は
任
命
の

基
準
を
定
め
る
も
の
で
す
。

◆
社
会
福
祉
法
人
の
設
置
す
る

保
育
所
に
対
す
る
助
成
に
関
す

る
条
例
及
び
三
鷹
市
立
保
育
園

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
の

題
名
改
正
に
伴
い
、
規
定
を
整

備
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
学
童
保
育
所
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

学
童
保
育
所
育
成
料
の
額
を

改
め
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
心
身
障
が
い
者
福
祉

手
当
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

一
般
障
が
い
手
当
と
特
別
障

が
い
手
当
及
び
一
般
障
が
い
手

当
と
児
童
育
成
手
当
の
う
ち
障

害
手
当
と
の
併
給
制
限
を
設
け

る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
市
民
交
通
災
害
援
護

金
支
給
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

東
京
都
市
町
村
民
交
通
災
害

共
済
等
の
充
実
に
伴
い
、
三
鷹

市
市
民
交
通
災
害
援
護
金
を
廃

止
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

三
鷹
市
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー

に
置
く
施
設
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム
、
ワ
ー
ク
サ
ロ
ン
及
び

市
民
活
動
推
進
コ
ー
ナ
ー
を
追

加
す
る
と
と
も
に
、
当
該
施
設

を
使
用
で
き
る
者
・
団
体
の
範

囲
及
び
当
該
施
設
の
使
用
時

間
、
使
用
料
等
を
定
め
る
も
の

で
す
。

◆
三
鷹
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

課
税
限
度
額
、
均
等
割
額
及

び
均
等
割
額
の
軽
減
額
を
改
め

る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
介
護
福
祉
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者

の
保
険
料
に
係
る
所
得
段
階
を

増
設
し
各
段
階
に
お
け
る
平
成

24
～
26
年
度
の
各
年
度
の
保
険

料
の
額
を
定
め
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算

◆
平
成
23
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
25
億
２
千
498
万
６
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
672
億
７

千
413
万
９
千
円
と
す
る
と
と
も

に
、
繰
越
明
許
費
の
設
定
と
地

方
債
の
補
正
を
行
う
も
の
で

す
。
補
正
の
内
容
は
、
ふ
じ
み

衛
生
組
合
関
係
費
の
増
、
防
災

通
信
体
制
整
備
事
業
費
の
増
、

教
育
振
興
基
金
積
立
金
の
計

上
、
小
・
中
学
校
の
耐
震
補
強

事
業
費
の
増
な
ど
で
す
。

◆
平
成
23
年
度
三
鷹
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
866
万
２
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
31
億
８
千
281
万
４

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
補
正

の
内
容
は
、
健
康
診
査
事
業
費

の
増
な
ど
で
す
。

当
初
予
算

◆
平
成
24
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
予
算

◆
平
成
24
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
24
年
度
三
鷹
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
24
年
度
三
鷹
市
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
24
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
24
年
度
三
鷹
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

※
以
上
６
件
の
予
算
議
案
に
つ

い
て
は
３
面
に
関
連
記
事
掲
載

人
事
・
そ
の
他

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

河
並　

祐
幸
氏
（
再
任
）

福
島　

正
義
氏
（
再
任
）

◆
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料

の
軽
減
措
置
を
引
き
続
き
実
施

す
る
こ
と
に
伴
い
、平
成
24
・
25

年
度
の
２
年
間
の
時
限
措
置
と

し
て
、
審
査
支
払
手
数
料
相
当

額
等
を
関
係
市
区
町
村
の
一
般

財
源
か
ら
負
担
金
と
し
て
支
弁

す
る
こ
と
と
す
る
も
の
で
す
。

議
員
提
出
議
案

条
　
例

◆
三
鷹
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

ま
ち
づ
く
り
環
境
委
員
会
の

所
管
事
項
を
改
め
る
も
の
で

す
。意

見
書
（
要
旨
）

▪
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
の
特
殊
会
社

化
・
民
営
化
を
行
わ
な
い
こ
と

を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

次
の
事
項
を
速
や
か
に
講
じ
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。
⑴
都
市

再
生
機
構
賃
貸
住
宅
が
果
た
し

て
い
る
役
割
と
、
居
住
者
の
生

活
実
態
、
居
住
の
安
定
確
保
に

関
す
る
国
会
決
議
等
を
十
分
に

踏
ま
え
、
特
殊
会
社
化
・
民
営

化
の
検
討
は
し
な
い
こ
と
。
⑵

国
は
公
的
賃
貸
住
宅
の
安
定
確

保
と
、
民
間
・
公
的
住
宅
の
別

な
く
、
最
低
限
度
の
居
住
保
障

に
関
す
る
住
宅
政
策
を
確
立

し
、
国
民
の
前
に
示
す
こ
と
。

▪
基
礎
自
治
体
へ
の
円
滑
な
権

限
移
譲
に
向
け
た
支
援
策
の
充

実
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

基
礎
自
治
体
へ
の
円
滑
な
権
限

移
譲
に
向
け
た
支
援
策
の
充
実

を
図
る
た
め
、
次
の
事
項
を
速

や
か
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。
⑴
政
府
に
お
い
て

は
、
権
限
移
譲
に
伴
い
必
要
と

な
る
財
源
措
置
を
確
実
に
行
う

こ
と
。ま
た
、移
譲
時
に
必
要
と

な
る
電
算
シ
ス
テ
ム
整
備
な
ど

臨
時
的
経
費
も
確
実
に
財
源
措

置
を
行
う
こ
と
。
⑵
都
道
府
県

か
ら
基
礎
自
治
体
へ
の
権
限
移

譲
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
政
府

は
、移
譲
の
時
期
、具
体
的
な
財

源
措
置
な
ど
に
つ
い
て
地
方
側

に
十
分
な
情
報
提
供
を
行
う
こ

と
。
⑶
市
町
村
が
共
同
で
柔
軟

に
権
限
を
行
使
で
き
る
仕
組
み

を
整
備
し
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
効
率
的
な
権
限
移
譲
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
⑷

地
方
の
自
主
性
・
裁
量
性
を
拡

大
し
、
地
方
の
特
性
に
応
じ
て

事
務
が
行
え
る
よ
う
、
一
層
の

「
義
務
付
け
・
枠
付
け
」
の
見

直
し
と
と
も
に
、
今
後
の
見
直

し
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
と
の

十
分
な
協
議
を
行
う
こ
と
。

▪
国
民
生
活
の
安
心
と
向
上
を

図
る
各
種
基
金
事
業
の
継
続
を

求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

国
民
生
活
の
安
心
と
向
上
を
図

る
上
か
ら
も
、
各
種
基
金
及
び

基
金
事
業
を
継
続
及
び
恒
常
化

す
る
た
め
、
次
の
事
項
を
強
く

求
め
る
。
⑴
子
宮
頸
が
ん
等
ワ

ク
チ
ン
接
種
緊
急
促
進
臨
時
特

例
基
金
に
つ
い
て
は
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
予
防
接
種
法

の
対
象
疾
病
に
位
置
づ
け
る
法

改
正
が
実
現
す
る
ま
で
恒
常
化

す
る
こ
と
。
⑵
安
心
こ
ど
も
基

金
、
妊
婦
健
康
診
査
支
援
基
金

に
つ
い
て
は
、
来
年
度
以
降
も

継
続
す
る
こ
と
。
⑶
介
護
職
員

処
遇
改
善
等
臨
時
特
例
基
金
に

つ
い
て
は
、
着
実
に
介
護
職
員

の
賃
金
引
き
上
げ
な
ど
に
充
て

ら
れ
る
よ
う
措
置
す
る
こ
と
。

⑷
障
害
者
自
立
支
援
対
策
臨
時

特
例
基
金
に
つ
い
て
は
、
新
体

系
移
行
後
の
事
業
所
支
援
や
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
設
置
補
助

な
ど
が
必
要
で
あ
り
、
恒
常
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
柔
軟
な
支

援
を
す
る
こ
と
。
⑸
地
域
自
殺

者
対
策
緊
急
強
化
基
金
に
つ
い

て
は
、
地
域
に
お
け
る
自
殺
対

策
の
取
り
組
み
を
切
れ
目
な
く

支
援
す
る
た
め
、恒
常
化
し
、基

金
の
積
み
増
し
を
す
る
こ
と
。

▪
若
者
雇
用
を
め
ぐ
る
ミ
ス
マ

ッ
チ
解
消
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

若
者
の
雇
用
を
め
ぐ
る
ミ
ス
マ

ッ
チ
解
消
の
た
め
、
次
の
項
目

を
迅
速
か
つ
適
切
に
講
じ
る
よ

う
強
く
求
め
る
。
⑴
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
就
職
支
援
サ
イ
ト
の
連

携
強
化
で
中
小
企
業
に
関
す
る

情
報
提
供
体
制
の
充
実
を
図
る

こ
と
。
⑵
企
業
現
場
で
の
実
習

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）
を
行
う
「
有
期
実

習
型
訓
練
」
を
実
施
す
る
中
小

企
業
に
対
す
る
助
成
金
制
度
を

拡
充
す
る
こ
と
。
⑶
学
生
と
中

小
企
業
の
接
点
を
強
化
す
る
こ

と
。
⑷
地
域
の
中
小
企
業
と
関

係
団
体
が
協
力
し
、
新
入
社
員

へ
の
基
礎
的
な
職
業
訓
練
・
能

力
開
発
を
一
体
的
に
実
施
す
る

な
ど
、
中
小
企
業
へ
の
定
着
支

援
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

▪
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
復

興
・
生
活
再
建
の
強
化
を
求
め

る
意
見
書

　

被
災
地
で
は
住
宅
・
雇
用
・

営
業
・
暮
ら
し
な
ど
い
ま
だ
困

難
を
き
わ
め
て
い
る
。
被
災
者

に
対
す
る
生
活
支
援
と
雇
用
確

保
に
全
力
を
挙
げ
る
必
要
が
あ

る
。
原
子
力
損
害
賠
償
の
実
施

と
除
染
の
お
く
れ
も
深
刻
な
事

態
を
生
み
出
し
て
い
る
。
直
ち

に
被
害
の
実
態
に
合
っ
た
十
分

な
賠
償
が
迅
速
に
行
わ
れ
る
よ

う
国
が
責
任
を
果
た
す
べ
き
で

あ
る
。
よ
っ
て
、本
市
議
会
は
、

政
府
に
対
し
、
被
災
地
へ
の
支

援
活
動
に
引
き
続
き
取
り
組
む

と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
の

復
興
・
生
活
支
援
の
抜
本
的
強

化
を
求
め
る
。

▪
（
仮
称
）
原
発
事
故
被
曝
者

援
護
法
の
制
定
を
求
め
る
意
見

書
　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
次
の
事
項
を
実
現

す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。
⑴

福
島
原
発
事
故
に
よ
る
住
民
の

健
康
管
理
に
つ
い
て
は
、
国
の

責
任
に
お
い
て
、
特
例
法
と
し

て
（
仮
称
）
原
発
事
故
被
曝
者

援
護
法
を
制
定
し
、
被
曝
者
健

康
手
帳
の
交
付
及
び
定
期
通

院
・
医
療
行
為
の
無
償
化
・
社

会
保
障
な
ど
を
法
的
に
保
障
す

る
こ
と
。

▪
東
京
電
力
株
式
会
社
の
電
気

料
金
値
上
げ
方
針
に
反
対
す
る

意
見
書

　

東
京
電
力
株
式
会
社
は
、
企

業
向
け
（
自
由
化
部
門
）
電
気

料
金
を
本
年
４
月
か
ら
平
均
で

約
17
％
値
上
げ
を
決
定
し
、
既

に
自
由
化
部
門
の
契
約
事
業
者

に
一
方
的
に
通
知
し
て
い
る
。

料
金
値
上
げ
が
実
施
さ
れ
れ

ば
、
契
約
事
業
者
は
商
取
引
の

価
格
に
転
嫁
す
る
こ
と
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
ひ
い
て
は
消
費
が

鈍
化
し
、
国
民
生
活
と
社
会
経

済
に
与
え
る
影
響
は
大
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
個
人
向
け
電
気

料
金
に
つ
い
て
も
、
値
上
げ
を

国
に
申
請
す
る
方
向
で
動
い
て

い
る
が
、
個
人
向
け
電
気
料
金

ま
で
も
値
上
げ
と
な
る
と
、
さ

ら
に
消
費
が
停
滞
し
、
国
民
生

活
と
経
済
情
勢
は
悪
化
の
一
途

を
た
ど
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、

政
府
に
対
し
、
東
京
電
力
株
式

会
社
の
企
業
向
け
電
気
料
金
値

上
げ
方
針
に
反
対
す
る
こ
と
及

び
個
人
向
け
電
気
料
金
値
上
げ

に
対
し
て
は
認
可
し
な
い
こ
と

を
強
く
求
め
る
。

可
決
し
た
議
案

第
１
回
定
例
会

三鷹市市民協働センター
（「三鷹風景百選」より）


